
人と動物の健康と環境の健全性は一つ

ワンヘルスとは？

ワンヘルス推進のための6つの基本方針

市の主な取り組み
できることから
取り組もう

❶ 人獣共通感染症対策

ワンヘルス推進宣言を
表明しました

問い合わせ先　環境課環境推進担当　 （５８４）１１50　F（５８４）１１４７　 １０１６５４１

　市は、人と動物の健康および環境の健全性を一体的に守り、先
人から受け継いできた良好な住環境などを次世代へ継承してい
くため、10月１日に「春日市ワンヘルス推進宣言」を表明しました。

　ワンヘルスとは、「人の健康」「動物の健康」「環境の健全性」を一つの健康と捉え、一体的に守っていくという考え
方です。
　今、地球上では、自然環境の悪化や地球温暖化などの気候変動の影響で、人と野生動物とが接触する機会が増加
していることから、新型コロナウイルス感染症などの人も動物も感染する「人獣共通感染症」への対応が必要となっ
ています。このため、人、動物、環境の健全性を一体的に守るというワンヘルスの理念に基づく取り組みが、世界的
に広がることが期待されています。

　ワンヘルスを実現していくためには、一人一人がワンヘ
ルスの考え方を理解し、主体的に行動することが大切です。
例えば、毎日の手洗い、咳エチケットなどの基本的な感染防
止対策を行うだけでも人獣共通感染症対策になります。ま
た、自家用車の使用を控え、公共交通機関を利用すること
は二酸化炭素の排出を抑え、環境保護につながります。
　できることから取り組み、人と動物の健康と環境が調和し
た社会を次世代につなぐことを目指していきましょう。

１春日市環境フェア（3ページ）などで
のワンヘルスに関する啓発の実施

２自然観察会などの環境教育の実施

３春日市アライグマ防除実施計画に
よる取り組み

４地域ねこ活動の推進

５食の循環、食品ロス削減の取り組
み推進

※基本方針（6つの課題への取り組み）について、詳しくは県ワンヘルス推進ポータルサイトを見てください。

医療、獣医療をはじめ
各分野と連携し、
発生予防、まん延防止を図る

動物愛護の推進と野生動物の
理解と共存を図る

薬剤の適正使用を
推進する

自然や動物との
ふれあいを
通じた健康づくり

自然環境の
保全を図る

健全な環境下における
安全な農林水産物の
生産・消費、食育を推進する

※宣言の全文は、市ウェブサイトで見ることができます。
▲市ウェブサイト

▲県ワンヘルス推進
　ポータルサイト

❷ 薬剤耐性菌対策 ❸ 環境保護

❻ 環境と人と動物のより良い関係づくり❹ 人と動物の共生社会づくり ❺ 健康づくり
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